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1. 法政大学様をご支援した範囲 
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ご支援範囲 

今回は上記スコープにおいて既存のLMSからリプ
レースするうえで弊社が取り組んだ内容をご紹介。 



2. オープンソースのSAKAIに取り組んだ理由 
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大学向けにSakaiを中心にしたビジネス展開 

大学では一般企業に比べオープンソースの利用頻度が高い。 

情報系のシステムであればオープンソースのアプリケーションでも
利用いただける可能性が高い。 

学生数で費用が決まる商用ソフトウェアに対し費用対効果が高い。 

全学規模で利用でき、教育を支えるソフトウェアを取扱いたかった。 

弊社のブランドイメージの創造。 

＜仮説＞ 



3. SAKAI全学システムカットオーバー成功の秘訣 
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 大学側の有識者がPMに立つことで的確な判断を取って頂けた。 

  プロジェクトでは複数の会議が運営されるので、大学事情とシステム 

      事情に精通している有識者が采配を振ることでプロジェクトが円滑に 

      進んだ。 
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H’etudes 

 アジャイル開発のスクラム開発で900ストーリーポイント、25の機
能強化を行いました。 

 Sakaiの操作性の良さに、既存H’etudesで慣れ親しんだ機能や大学
運用に必要な機能をSakaiにアドオンしました。 

NEW  H’etudes 

4. 法政大学様向けSAKAI既存システムからのリプレースについて 

学生や教員が 

慣れ親しんだ機能 

大学運用に 

必要な機能 



5. SAKAIに機能をアドオンするには 
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追加するプログラムは統一感を持たせるため内部APIをそのまま使
用し、Sakai App Builderツールで開発しました。 

新規作成するプログラムとは異なる難しさがありました。 

 Sakaiを読み解くことが第一関門 



Sakai 2.7.1 法政大学様向けSakai 

お知らせの表示 『タスク』課題串刺し 

MyWorkspace固定の文言 

時間割、履修期に合わせて変化 
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6. 機能追加例 慣れ親しんだ機能 (学生・教員) 

 『タスク』課題の串刺し表示/時間割 

 授業タブ内の課題機能を読み解き、その機能を拡張させMy Workspace画面に実装。 

 今まで慣れ親しんだ『時間割』も同じMy Workspace画面に実装。 

 必要な情報はログイン後のMy Workspaceで確認でき更なる利便性を図りました。 



副授業名 

主授業名 

7. 機能追加例 慣れ親しんだ機能(教員) 
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間○○○○ 

教員 

ﾈｯﾄﾜｰｸ情報1 

○○○○ 

授業タブ 

 教員の利便性を高めるため授業の合併機能をアドオン。 

 LMS上で別々の授業が教員からは１つの授業として見える。 

 課題、教材配布が効率的に運用。 

学生1年生 

学生2年生 



8. 機能追加例  
    大学運用で必要な機能 他システムとの連携(全体) 
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履修情報、 
新規ユーザ情報 

出席率 

ポリシー 
サーバ 

Web 
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ 

年度履修時期 

出席情報 

講義概要 

統合認証 
システム 

Webシラバス  
システム 

事務システム 
出席管理 
システム 



• 約400項目の日本語化を行いました。 
– Sakaiのソース ファイル数は膨大なため、困難な作業です。 

日本語

対応 
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9. 機能改修 日本語化(1) (全体) 



No. ツール名 日本語化後の名前 

1 Announcements お知らせ 

2 Resources 教材 

3 Assignments 課題 

4 Tests & Quizzes (samigo) テスト/アンケート 

5 Gradebook 成績簿 

6 Roster 名簿 

7 Site Info 授業情報 

8 Forums 掲示板 

9 Profile (profile2) プロファイル 

10 Membership 授業一覧 

11 Preferences 画面設定 

12 Account アカウント 
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10. 機能改修 日本語化(2) (全体) 

主要な12ツールの日本語化を行いました。 
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11. 機能改修 日本語化(3) (全体) 

プロパティ ファイルに、約330項目を補完しました。 
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12. 既存システムからのデータ移行 

既存システムから教材データの移行を実施。 

 データ移行における要件定義とその設計に時間を要した。 
• 要件定義 : 教員、学生からみた画面の見え方 

• 設計 : 既存システムからくるデータをどうSakaiにマッピングするのか 
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13. 運用について 

常駐運用 

 1名分のワークで対応、年度切り替えの時だけ増員。 

 

 

オープンソースだから気をつけている部分 

 自社で専用ツールによるバージョン管理を実施。 

 (改変履歴など) 



14. ご支援のまとめ 
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法政大学様のプロジェクトに携わり2年半経過して 

SCAとして                

− Sakaiのソースを隅々まで読み解き理解する。 

− コミュニティとは別にソースを管理する。 

− 体系化し管理し社内共有する。 

 

− 開発の効率化。 

− 常駐者スキルの向上。 

− お客様へ安心感を提供。（オープンソース運用不安から回避） 

弊社としては今後も長期でご使用されるお客様にご安心してご利用 

頂けるサポート体制を維持し、より細かな機能改修要件にもお応えで 

きるよう引き続き取り組んで参ります。 

お客様への効果 



Commercial Affiliateとしての貢献 
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15. 2011  SCAとしての活動 
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2010年12月 日本初Sakai Commercial Affiliate (SCA) 

2011年 3月 Ja Sakaiカンファレンス参加(関西) 

4月 法政大学様全学システムカットオーバー 

6月 米国Sakaiカンファレンス参加 

• 日本語化に対するFoundationとのミーティング 

• テックデモでクリッカーのデモ実施 

7月 教育IT EXPO Sakai出展 (東京) 

9月 法政大学様Sakai発表会参加 

12月 大学ICT推進協議会 Sakai出展(福岡)  

Sakai2.9α版日本語化開始(Bentenにて翻訳) 

2012年1月 Sakai2.9α版日本語化mSubコミットメント 



16. 継続的に実施している活動 
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Sakai 
Community 

Internationalization 

& Localization 

Working Group 

国際化
対応 

  

 Sakai Communityへ、バグ報告を行っています。 

 2/7時点で、79件報告済みです。 (TODO:最新化) 



① WW Sakai Communityのリポジト
リーからα 版を入手。 

② 全機能の中から日本語化されていな
い箇所を抽出。 

③ 翻訳メモリツールBentenを使用し翻
訳を実施。 

 原文・訳文をデータベース化するこ
とで類似文の表現統一に効果。 

④ 翻訳したプロパティファイルをビル
ドし社内サーバにデプロイ。 

 その後、社内サーバのSakai上で翻
訳箇所を確認。 

⑤ mSub管理者は、mSubに翻訳成果
をアップロード。 

翻訳システム 

mSub 

名古屋大学様  
mSub管理者 KEL 

Benten 

①翻訳 

Sakai 

KEL 

②翻訳内容確認 ③翻訳成果アップロード 
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17. SAKAI 2.9 L10N 日本語化対応 

 2012年1月に実施した2.9日本語化に向けた作業フローは以下の通りです。 

Sakai 2.9 α版 mSub 



18. SCAとして 
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Sakaiに対する開発ノウハウは十分培われました。 

また、今後発表される最新版v2.9のノウハウも日本語化
の対応によりスキルを蓄積出来たと考えております。 

これらのスキルセットをもとにSCAとして国内の大学への 

サポートを充実し、より多くの大学にSakaiを利用頂ける
よう支援して参りたいと考えております。 

 

Sakaiについてのご相談は幅広く 

お応えできると自負しております。 

ご不明点があれば何なりとご相談 

ください。 


